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一般社団法人日本地質学会
2019年度総会議事録

　以下のとおり，2019年度定時社員総会を開
催した．

日時　2019年5月25日（土）14：00 〜 15：45
会�場　北とぴあ　第1研修室（東京都北区王
子1-11-1）

 ・	総会開催にあたり本日出席の代議員から，
議長として内藤一樹氏を，副議長として芦
寿一郎氏を選出した．
 ・	議長は審議開始に際し，本日出席の代議員
から書記として橋本善孝氏ならびに福地龍
郎氏を，また，議事録署名人として同二人
を指名した．
 ・	議長は，本日の出席者数を確認し，総会定
足数である代議員の過半数50名をこえる出
席者があるので成立している旨宣言し，議
事に入った．

代議員（＝社員）総数　99名
　　　　　　　　議決権総数　99個
出席者数　87名（委任状1号33，2号～4号34，
議決権行使者1号39，2号～4号38含む）この
議決権総数　87個
出�席役員　代表理事（会長）：松田博貴　 理
事：天野一男　安藤寿男　石橋　隆　磯崎
行雄　岩井雅夫　ウォリス サイモン　岡
田　誠　緒方信一　笠間友博　狩野彰宏　
神谷奈々　小松原純子　小宮 剛　斎藤　
眞北村有迅　坂口有人　佐々木和彦　沢田 
健　菖蒲幸男　杉田律子　高嶋 洋　竹内　
誠　竹下 徹　田村芳彦　中澤 努　奈良正
和　西　弘嗣　早坂康隆　平田大二　福冨
幹男　廣木義久　保柳康一　三田村宗樹　
道林克禎　山路　敦
監事：山本正司
以上　理事36名，監事1名

第1号議案　2018年度事業報告・2018年度決
算報告
１�）齋藤常務理事から資料にもとづき2018年
度の事業報告があった．昨年度行われた事
業内容，執行理事会および理事会議決・承
認事項について報告が行われた．2018年度
には125周年記念事業に関連した事業が執
り行われたことが報告された．また，日本
地質学会第125回学術大会（札幌大会：
2018年9月5日～7日）が開催されたが，北
海道胆振東部地震によって二日目以降が中
止となり，その代替となる「つくば特別大
会」（2018年12月1日～2日）が産総研にお
いて開催されたことが報告された．地質学
雑誌では，125周年記念特集号の出版を継

続して実施し，通常論文の投稿も若干増加
し，安定した出版ができたことが報告され
た．さらに，地質学雑誌のあり方について
のアンケート結果を受けての方針が提示さ
れ，新たなカテゴリーとしてレターを開設
することが報告された．
　�　なお，2018年5月以降2019年4月までに逝
去された会員および今年度において逝去が
判明した会員11名（うち名誉会員7名）に
対し，黙祷を捧げた．
　�　本議案については，特に質疑応答はな
く，全会一致で本議案は承認された．

２�）会計担当の西理事から2018年度決算につ
いて報告があった．学会員の年齢構成，世
代別の入会者数・退会者数の説明ののち，
会員数の減少傾向が継続しており，会費収
入の減収が続いていることが紹介された．
　�　本議案については，特に質疑応答はなか
った．
　�　その後，山本監事より会計監査の実施報
告があった．会計事務は適正に処理されて
いるとの報告があった．
　�　本議案については特に質疑応答はなく，
全会一致で本議案は承認された．

第2号議案　20w19年度事業計画
　松田会長より，2018年度の本学会の事業成
果を踏まえた2019年度の事業計画の基本方針
が示された．
　本議案については，学会資産・予算の将来
性，地質学会事業の縮小・拡大，地方支部・
他学会との連携，地質学会の魅力増加，公益
法人化への意欲，などについて議場からのコ
メント，質問があった．特に学会運営が３年
で破たんする根拠について説明を求められ，
会員減少による予算の減少がこのまま継続す
れば３年で破たんもあり得ることが収支決算
表を元に説明された．さらに，会員減少によ
る予算減少を見越して事務局体制の改革・事
業の改変の検討を行っているとの説明があっ
た．一方，公益法人化は公益法人としての事
務量の増大にみあった収益事業が見込めない
ことから，検討していないとの説明があっ
た．
　本議案は，賛成86名，保留1名で承認され
た．

第3号議案　2019年度予算案　
　西理事より2019年度の予算案について説明
がなされた．2018年度予算より収入，支出と
も減額となっている．経費節減，事務局体制
の改革に努めているものの，来年度は引き当
て預金を405万円取り崩す必要があることが
説明された．なお，125周年記念事業の終了，
経費節減努力などから，引当預金取崩し収入

は前年度に比べて減額となっていることの説
明があった．また，一般論として法人の場合
は，およそ事業1年分の余剰金を準備し清算
に備える必要があり，この観点から言えば，
繰り越し金が十分であるとは言えないとの補
足説明があった．一方で引当金を含む資産等
は潤沢との見方もできるとの説明があった．
　本議案は，賛成86名，保留1名で承認され
た．

第4号議案　名誉会員の選出
　佐々木名誉会員推薦委員会委員長より，候
補者1名について紹介があった．
　名誉会員の選出が1名では少ないとの指摘
があったが，選考の対象者となるのは各賞受
賞候補者，名誉会員候補者の推薦はともに会
員（および推薦指定者）からの推薦に基づい
ている，との回答があった．
　本議案は，全会一致で承認された．

　以上をもって審議を終了し，議長は閉会を
宣言した．

2019年6月20日

　以上，決議を明確にするためこの議事録を
作成し，議長，副議長および出席代議員，理
事がこれに記名，押印する．
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